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改革改善
の考え方

①問題
点

事業費の削減。

②改革
提案

既存施設を利用した改良計画や、工法の検討により事業費の削減を図る。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

・県道改良に伴う取付け市道の改良を行うことにより事業推進が図られ、目的・目標を達成している。

総事業費①+② 37,543 22,716 29,840 19,000

2,000 2,000

臨時職員所要時間

一般財源 30,391 22,716 22,688 19,000

人件費計（千円）② 7,152 7,152

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 30,391 22,716 22,688 19,000

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　羽場大瀬木線他2路線の道路改良事業等に起因する関連工事
２　道路改良工事3路線（市道鼎404号線・市道鼎306号線・市道龍江1-73
号）
３　水路改良工事1カ所（鼎切石）
４　測量設計　1カ所（市道1-21号羽場大瀬木線）

工事個所数 6カ所
事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

県事業の促進を図るため起因する取付等関連市道改良、及び、雨水排水を受ける河川・水路の整備工事。
（補足説明）
長野県事業の羽場大瀬木線工事の進捗を勘案し計画的に実施したい。

成果
指標

この事業の実施により、県の計画に基づき実施できた県
事業の箇所数

5 6 4 5

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

市内の移動に不便を感じる市民の割合(道路)

居住者数 102446

意図（どういう状態
にするか）

県事業の円滑な推進
目
的

対象（誰・何を） 関係地区に居住する市民

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 44 交通機関と道路の充実
基本計画上
の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

H27担当課等名 国県リニア事業課 H27係等名 県事業係 H26係等名 県事業係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 県道関連事業

会計 一般会計
35 5

事業種別 政策

4 施策№ 44 事業№


